
認知症コミュニケーション A 2015年 7月 2日 

 1 

浦島太郎は光速玉手箱の煙にてアインシュタインを目撃したのか？ 
̶̶認知症コミュニケーションにおける〈時間感覚の相対論〉について 

 
オリジナルテキスト（岩波文庫「御伽草子」） 物語の梗概・用語等 コメント 

 

浦島太郎：01 

・浦島太郎の出身・来歴 

・浦島、亀を釣る 

・浦島、釣った亀に言う 

・物語の枠組 

 

02 

・亀を海に再度放つ浦島 

・浦島、亀に救命の恩を売る 

・浦島、海岸で釣りをする 

・美しき、女房が接近する 

・浦島、訝しながら女房に質す 

・女房、浦島に来歴を話す 
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03 

・女房、海上にて遭難の縁を話す 

・浦島、女房の舟にて十日の旅をする 

・女房の故郷にもどる／到着す 

・女房の故郷は楽園なり 

 

 

04 

・女房は、浦島と夫婦の契りを申し出
る 

・浦島、女房の申し出を受諾す 

・女房、楽園の名を竜宮城と称す 
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05 

・楽園（竜宮城）は、四季折々の美に
満つる 

 

 

 

06 

・浦島、竜宮城にて三年を女房と過ご
す 

・浦島、父母を恋い、里帰りを女房に
申し出る 

・女房は、夫婦の契りの永遠を謳い、
かつ離別を悲しむ 

・女房、浦島の亀の救命の件につき恩
を述べ、また夫婦の契りを寿ぎ、浦島
に形見（＝箱）を渡す 

・女房、形見の箱を開くなと申す 
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07 

・女房、浦島との離別を悲しみ、かつ
歌を奏す 

・浦島、再訪を返歌に詠む 

・浦島、帰還途中にて心境を詠む 

 

 

08 

・浦島、故郷に帰還するが、故郷の異
変に気付く 

・村民より、浦島太郎は七百年の月日
が経つことを知らされる 

・浦島、故郷の月日の変化を嘆く 
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09 

・浦島太郎、村民より自分の墓所（＝
塚）の在りかを教えられる 

・浦島、亀がくれた形見の箱を開ける
ことを決心し、それを実行する 

・箱より煙が上る 

・青年浦島、変わりはてる（ただし、
容貌姿は示されず） 

・変身 

 

10 

・浦島は鶴になり飛翔する 

・箱は、亀の計らいにて「年」が畳み
入れたことが示される。そのため、浦
島は七百歳の年齢を授けられることが
示唆される。 

・箱の開封により七百年が一瞬にて経
過する 

・浦島、感慨を詠む 

・鶴亀の謂れが話される 

・変身 
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11 

・「人には情けあれ、情の有る人は行
末めでたき由」とあるのは、冒頭の釣
り上げた亀の放生（→02.）の因果を語
っていると思われる。 

・浦島、丹後国の「浦島の明神」とし
て顕現する。 

・亀も神として顕現し、夫婦の明神と
なることが示され、女房（＝乙姫）が、
亀であることが示される。 

 

 

 

【課題】 
 みなさんが、これまで受講してきた「認知症コミュニケーション」への授業参加を通して学んできたさまざまなことを参考
にしながら、次の課題を考えてください。もし、みなさんが「中学生にもわかるように（＝楽しんでいただける）、認知症の
人びとのコミュニケーションを考える教材にこの御伽草子版『浦島太郎』を利用するとすれば、みなさんは、どのような討論
課題を設定することができるでしょうか？」※ 
 そのためには、この物語の語句を含む字義解釈、さまざまな寓意（親子の愛情、夫婦の繋がり、時間概念、勤労観、異種婚
や変身譚なども含むファンタジーなど）について、自由に話し合うことが不可欠になるでしょう。 
 大学学部高学年、大学院生、社会人らしい豊かな経験をもとに、多いに「脱線」（宮本友介さんの言葉）しつつ、議論を展
開してください。 
 場合によっては、前半を（脱線大歓迎の）自由討論、後半を、具体的な課題案の提示など、スケジュールを上手に管理しつ
つ民主的に議論をすすめることも必要になるかもれません。 
 
※2015年 8月 1日土曜日（13:30-17:30）大阪府下の中学生 22名を招待して実際に開催されます。皆様には TAとして議論等
にボランティア参加していだければ幸いです̶̶ただし授業単位とは無関係です。参加は任意ですが、参加のつもりがある方
にはその意思の旨を担当教員までお伝えいただければ助かります～♪  
 
【文献】 
・『御伽草子（下）』市子貞次校注、Pp.160-170、岩波文庫、1986年 


